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はじめに 

 私たち岡野チームは、新型コロナウイルスの影響で、子どもたちの遊びが制限され、おう

ちでの遊びに飽きてきた現状やコロナ禍でも思い切り楽しく遊びたいという子どもの思い

を知りました。そこで、おうちで簡単にできる造形活動、「おうち DE造形」をテーマに活

動に取り組みました。 

 

方法 

グループを二つに分け、各グループでおうちで楽しめる活動案を考え試作を繰り返しまし

た。その際におうちで楽しめる造形活動の条件について以下のように定義しました。 

① 材料が安価で手に入りやすいものであること 

② 作り方に専門性が必要なく、誰にでも作ることができる活動案であること 

③ 材料、道具、工程において安全性が確保されているもの 

④ 子どもが一緒に制作することができるものであること 

上記を「おうち DE造形」の条件として活動案を考えました。 

 

「おうち DE簡単楽器」 

楽器は「年齢を問わず、楽しめるもの」にしました。そこで、親子で一緒にものを作る楽し

さや、コミュニケーションをよりとることができたらいいなと考え、おうちにあるものでで

きる簡単な楽器の製作をしました。材料はおうちにあるものを主に使ってカスタネット、オ

ーシャンドラム、太鼓の 3つの楽器を作っていきます。 

・カスタネット 

カエルをモチーフにして、段ボールにペットボトルのキャップをくっつけて、音が出るよ

うに作りました。お尻やおなかを使って叩くとより楽しめます。 

・オーシャンドラム 

中が見えるように表面と裏面を透明な下敷きにして、中にビーズや海のシールなどを入

れて作りました。海のシールを入れて作ることにより、海を連想できる楽器になりました。 

・太鼓 

穴をあけて輪ゴムを通したクリアファイルをバケツに付けました。叩くバチを変えるとま



た違う音が鳴るので、自分だけのバチを作ったり、探してみてください。 

楽器製作において、はさみを使う場面があるので、横で見守るなどの配慮が必要です。 

またペットボトルにビーズを入れて、マスカラにして遊んだり、おうちにある空き箱を使っ

て叩いたりして遊ぶのも楽しいと思います。 

 

  



「おうち DEスライム」 

スライムは水や土とは違う感触があり、子どもにとっては魅力的な遊びです。 

スライムづくりのイメージとして、楽しいけれど手間がかかり片付けが大変という一面も

あります。実際にスライムを作るとなるとホウ砂水のような専門的な材料が必要になりま

す。おうち DEスライムでは、ホウ砂水の代わりに洗濯洗剤を使います。さらに、１００均

に売っているジップロップやかわいい袋に入れたり、絵の具で色を付けたり、ラメやスパン

コールを使ったりと、世界に一つだけのスライムを作ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 



コロナ禍で行きたいところにも行きづらく、我慢を強いられている子どもたちや保護者の

方に、少しでも楽しく、「おうち時間を過ごしてほしい」そんな思いからこの活動を始めま

した。活動案を考える時は食品を使った安全性の高い描画材ができないか複数の食材を組

み合わせてみたり、食品を使ったため衛生面に気を付けるなど様々な取り組みを行いまし

た。そのような活動の中で、道具ではなく、実際に親子でおうちの中で一緒に遊べる活動が

良いのではないかと考えるようになり、「おうち DE簡単楽器」「おうち DE簡単楽器」 

という二つの活動案を考えることができました。 

活動を通して、おうちにある材料や安価で手に入る材料などでも工夫次第で親子で造形

化活動ができ思い切り楽しく遊ぶことができるとわかりました。今回は楽器とスライムを

取り上げましたが、日常の視点を少し工夫することで、ほかにも気軽にできるおうち遊びは

たくさんあると思います。今回授業で取り上げた活動案は、多くのコロナ禍で困っている子

育てをしているご家庭と共有したいという思いから、親子で見て楽しめるようなフリーペ

ーパーを想定してまとめました。今回の取り組みの中では実際にフリーペーパーとして配

布することはできませんでしたが、今後は「今できることは何か」「子どもたちのためにで

きることはなにか」「簡単に・安全に・楽しく」できることを考え実践していきたいと思い

ます。 

 


